平成２４年度　国有林モニターアンケート
	  本アンケートは国有林モニターの皆様から、森林・林業や国有林野事業に関する関心事項、ご意見、ご要望を伺うものです。
　なお、回答については匿名にて公表させていただく場合がありますのでその旨ご了承下さい。


氏名：　　　　　　　　　　　住所（県名のみ）：　　　　　県　モニター歴　　　回目
Ⅰ　国有林野事業の取組について
問１－１　国有林モニターに応募される以前、国有林に対してどのようなイメージをお持ちでしたか。自由にご記入ください。
問１－２　国有林モニターになった後、国有林に対してどのようなイメージをお持ちになりましたか。自由にご記入ください。
問１－３　国有林（林野庁や森林管理局・森林管理署等）に関する新聞やテレビ、インターネットなどの各種メディアの報道で、印象に残っている内容があれば、その記事、報道の具体的内容（ご記憶があれば、市町村名、あるいは地域名、森林管理局・森林管理署名等の記載もお願いいたします）と、それに対するご意見、ご感想をご記入ください。

問１－４　九州の国有林について、今後知りたいことは何ですか。（該当番号に○、複数回答可）
  　　　①国有林で行っている具体的な事業（森林整備や治山、木材生産など）の内容
　      ②森林・林業関係のイベント（林業体験、森林教室など）の案内
　　　　③国有林の木材の販売に関すること
        ④身近な山の紹介や登山道の情報
        ⑤国有林に関する自然動植物の情報
　　　　⑥身近にある特別な森林（巨木やレクリエーションの森など）の場所などの情報
        ⑦国有林の経営方針や計画に関すること
　　　　⑧その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問１－５　国有林モニターとして、国有林の現地視察を希望しますか。
①希望する（具体的内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
②どちらでもない　　③希望しない
問１－６　九州森林管理局の組織に属する機関として次の機関がありますが、皆様がモニ　　　　ターになる前からご存じの機関をお選びください。
①九州森林管理局　　②各地の森林管理署等　　③森林技術センター
④屋久島森林環境保全センター　　⑤西表森林環境保全ふれあいセンター
⑥各森林事務所　　⑦どれも知らなかった
問２－１　九州森林管理局が今年度に重点的に取り組むこととしている事項について、興味がある又は内容を詳しく知りたい事項、内容がよくわからなかった事項をご記入ください。（重点取組事項の内容については今回お送りした「平成２４年度重点取組事項」をご参照ください。
※九州森林管理局HPからもご確認いただけます。
　http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/koho/press/index.html）
（次ページの重点取組事項一覧の番号①～⑯の中から３つまで選択）
　　　・興味がある又は内容を詳しく知りたい事項：　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・内容がよくわからない事項：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
【平成２４年度重点取組事項一覧】
	
	○九州からの森林・林業の
　再生
＜民有林と連携した森林整備　・人材育成の推進＞
＜林業の低コスト化と木材の
　安定供給＞
○九州の多様で豊かな森林を　守り育てる取組
○国民の安全･安心の確保
○森林･林業と国民との
　ふれあいの推進

	①　民有林･国有林が連携した森林共同施業団地にお　　　ける取組の推進
②　准フォレスター等人材育成の推進
③　林業再生の基盤となる路網整備の推進
④　低コスト造林の確立に向けた取組
⑤　国産材の安定供給・利用拡大の推進
⑥　森林・林業、山村への脅威「シカ被害」への取組
⑦　世界自然遺産へ向けた森林生態系の保護・保全の　　　推進等
⑧　屋久島世界遺産地域の保護・保全
⑨　地域との協働による「綾プロジェクト」の推進
⑩　希少な野生動物の保護管理
⑪　安全・安心の確保に向けた効果的な治山事業の
　　展開
⑫　新燃岳噴火対策の推進
⑬　森林・林業への普及・啓発活動の推進
⑭　子供達への森林環境教育の推進
⑮　国有林を活用した森林とのふれあい活動の推進
⑯　消費者と森林とを結ぶ間伐紙の取組の推進

	
	


問２－２　九州森林管理局の平成２４年度重点取組事項について、ご意見等がございましたら、該当の番号と内容をご記入ください。
 　　　（番号）：　　　　　
 　　　（番号）：　　　　　

Ⅱ　国際森林年について
○　昨年2011年は国連の定める「国際森林年」でした。
　国際森林年は、世界の森林を持続的に管理・保全することで森林の恵みを将来にわたって利用できるようにすることの重要性について、あらゆる人々の認識を高めていくことを目的としています。
　　また、国際森林年の日本国内テーマは「森を歩く」となっていました。これは、森林への理解の入口として、誰でも容易に参加できる具体的行動を提案するものです。
　　これらの目的・テーマを踏まえ、国内では、国際森林年を記念したイベントやキャンペーンが全国各地で開催されたところです。※詳しい内容を知りたい方はこちらをご参照ください→http://www.rinya.maff.go.jp/j/kaigai/2011iyf.html
問１　「国際森林年」の目的や取組をご存じでしたか。（１つに○）
     ①知っていた　②内容は知らないが聞いたことはあった　③知らなかった
問２　「国内森林年」を記念して各地で様々な催し物が開催されていましたが、どのような内容のイベントに参加しましたか。（該当番号に○、複数回答可）
　　 ①森林・林業に関するセミナー、シンポジウム　②植樹祭・育樹祭
　　 ③下刈りや保育間伐等の森林づくりボランティア活動　④森林散策や自然観察会
　　 ⑤木工教室や森林教室　⑥林業や治山工事等の現地見学会　⑦森林の清掃活動
　　 ⑧森林浴等の保健休養　⑨森林に関する作品の展示会・コンクール・音楽会など　
　　 ⑩その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　）　⑪参加していない
問３　「国際森林年」の国内テーマは「森を歩く」でしたが、昨年、森林（山）を訪れましたか。（１つに○）（よろしければ具体的な行き先もお答え下さい。）
　　 ①はい（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　）　②いいえ
問４　（「問３」で「①はい」にご回答された方のみ）どんな目的で森林を訪れましたか。（複数回答可、該当番号に○）
　　 ①登山、ハイキングなど　②植樹祭・育樹祭　
　　 ③下刈りや保育間伐等の森林づくりボランティア活動
　　 ④植物や野生動物などの自然観察会　　⑤森林内でのレクリエーション
　　 ⑥森林浴等の保健休養
⑦その他
問５　（「問３」で「②いいえ」にご回答された方のみ）それはなぜですか。（１つに○）
　　 ①どこに行けばいいのかわからなかった　②時間がとれなかった　
　　 ③一緒に活動できる人がいなかった　④行きたいと思わなかった
     ⑤その他 
Ⅲ　配付した参考資料へのご意見等について
　今回配布した、九州森林管理局平成２４年度重点取組事項や、各種パンフレットをご覧になって、ご意見、ご感想がございましたら、ご記入ください。
Ⅳ　その他
　今回お伺いしたことを含め、森林・林業や国有林野事業等についてご意見、ご要望がございましたら、自由にご記入ください。

アンケートは以上です。ご協力誠にありがとうございました。
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